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朝正

録

金
利
r
h

闘
す
る
一
研
究

誰

まもi

金
利
に
閲
す
る
一
研
究

血書

)1¥ 

虎

金
融
問
題
を
統
計
的
に
取
扱
っ
た
一
著
作
ご
し
て
、

ピ
1
ク
の
研
究
を
紹
介
し
て
見
た
い
ご
思
ム
。

経
済
の
諸
研
究
に
統
計
方
法
を
周
ム
る
事
は
、
娩

近
、
特
に
著
し
い
傾
向
ご
な
っ
た
が
、
金
融
に
闘
し
ー

は
、
其
性
質
上
、
資
料
の
豊
宮
な
る
が
匁
に
、
統
計
カ

法
を
用
ふ
る
機
曾
を
多
か
ら
し
む
る
ご
共
に
、
他
面
に

は
、
之
に
依
っ
て
財
界
環
測
回
552ω
明

2
2
2日
Z
m
ω

根
擦
を
得
ゃ
う
ご
す
る
質
際
的
要
求
が
盆
々
新
か
る
研

究
を
促
し
て
居
る
様
に
思
U
れ
る
。
ピ

1

F
の
研
究

も
、
共
結
局
の
目
的
は
、
将
来
の
金
利
の
騰
落
己
現
在

ご
の
関
係
粍
度
を
測
定
す
る
事
に
依
っ
て
、
噛
胤
測
可
能

の
程
度
を
明
に
す
る
事
に
在
る
。
「
の
円
。
問
。
弓
自
認
が

J
m
k
 

二
世
紀
前
に
待
た
様
な
日
公
式
の
形
を
以
っ
て
、
如
上
の

第
二
十
巻

(
第
五
時
制

九
一
六

一
凶
凹
)

問
題
に
就
い
て
其
関
係
を
定
か
る
事
が
本
書
研
究
の
終

極
日
的
の
一
で
あ
る
L
Z
-一
一
一
同
ム
彼
の
序
言
仁
依
っ
て

も
、
其
抱
負
は
窺
ひ
得
る
一
所
で
ゐ
る
。

此
目
的

ω柏
崎
に
、
倫
款
に
於
け
る
金
利
鍾
動
の
賞
際

を
桝
究
し
(
第
二
三
、
次
に
、
英
備
品
局
替
相
場
並
に
英
水

魚
替
相
場

ω時
出
動
の
賞
相
ご
、
倫
敦
の
金
利
鎚
動
ご
の

関
係
を
明
に
し
、
(
第
三
章
、
第
四
章
)
、
以
上
の
研
究
の
結

果
を
緩
め

τ
一
の
公
式
を
作
り
得
る
唱
を
特
定
の
月
に

就
い

γτ
例
示
し
て
ゐ
る
(
第
五
市
)
O

更
に
章
を
改
め
て
、

一
世
紀
に
一
日
一
る
物
償
援
動
の
大
勢
を
考
察
し
て
ゐ
る
が

(
第
三
芝
、
本
稿
Z
は
宜
接

ω関
係
が
な
い
か
ら
、
之
に

は
刷
れ
一
山
市
引
に
す
る
o

而
て
.
此
の
研
究
に
用
ゐ
た
材

料
は
、
一
入
八
二
年
乃
至
一
九
一
一
一
一
年
内
戦
前
三
十
二

年
に
一
旦
る
次
の
如
、
さ
も

ωで
ゐ
る
。

-
倫
敦
に
於
け
る
流
動
資
金
白
貸
附
歩
合
、

2
倫
敦
に
於
け
る
三
ヶ

月
抑
銀
行
手
州
市
内
制
引
世
什
、

3
問
、
六
ヶ
月
明
組
行
手
形
の
剖
引
世

合、

4
倫
敦
と
紐
育
問
の
お
替
相
場
(
一
泊
信
沼
梓
一
八
八
六
年
七

H
以

降
の
分
)
5
倫
敦
い
一
里
山
田
錦
替
相
場
、

6
巴
里
に
於
げ
る
市
場
割
引

品川合、

7
紐
育
に
掛
け
る
コ
ー
ル
マ
ネ
ノ
の
刺
子
歩
合
、

8
組
育
に
於

け
る
裏
帯
手
時
の
割
引
歩
合
(
一

λ
入力一

1
l
一
九
一

0
5。

右
の
材
料
に
依
b
、
照
膝
方
法
足
早

]Ha。『
2
司均一宇
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件
目
。
ロ
を
用
ひ
て
、
其
関
係
程
度
を
測
定
L
‘
叉
所
謂
、

復
蹄
係
数
(
げ
onm「
一
日
ロ
円
。
「
再
開

5ω
一
。
ロ
を
算
出
し
て
、

一
方
の
軍
位
愛
化
に
劃
す
る
他
方
の
縫
勤
の
程
度
を
測

っ
た
の
で
あ
る
。
(
註
)
而

τ更
に
、
四
務
教
の
関
係
判
明

度
を
確
か
む
可
〈
、
富
三
民
主
。

n
2
B
E
E
S
を
用
ひ
、

著
者

ω以
っ
て
キ
ン
グ
の
日
公
式
に
比
し
た
第
五
点
早
の
公

式
を
導
き
来
っ
た
事
は
、
本
書

ω特
色
ご
す
ぺ
き
も
の

で
あ
ら
う
。

研
究
方
法
ご
し
て
、
新
か
る
場
合
↑
L

昭
一
態
方
法
を
執

る
事
の
必
要
に
し
て
且
つ
遁
切
な
る
は
、
賛
言
を
要
せ

ぬ
所
で
あ
る
が
、
此
彪
に
冨
ロ
-
E
1
m
g三
色
。
ロ
を
経
済

統
計
の
研
内
九
に
採
り
来
っ
た
さ
言
ふ
事
は
大
に
興
味
を

惹
〈
勅
で
あ
ら
う
ご
田
山
ふ
。
蓋
し
、
此
的
方
訟
を
用
ひ

た
業
績
は
、
枇
曾
統
計
乃
至
は
経
済
統
計
の
部
門
に
於

い
て
は
極
め
て
少
い
か
ら
で
あ
る
。
市
尋
問
な
る
余
の
知

れ
る
範
固
で
は
、
比
較
的
最
近
め
研
究

E
L
て
、
ラ
イ

キ

ス
マ
イ
ナ
ー
の
自
殺
の
研
究
を
悲
げ
得
る
に
過
ぎ
な

い
o
其
他
、
統
計
法
上
、
特
に
注
意
す
ぺ
き
貼
は
無
い

が
、
著
者
民
、
年
平
均
を
用
ひ

τ、
概
括
的
研
究
を
行

ム
ピ
共
に
、
他
方
、
各
月
に
就
い
て
、
季
節
的
抽
出
化
を

難

録

金
利
に
闘
す
る
一
研
究

明
に
し
、
且
つ
、
月
卒
均
備
を
以
っ
て

d
E
m
百円円
Z
£

L
て
扱
は
や
準
λ
各
月
仁
就
い
て
分
布
的
に
研
究
し
た

さ
一
冨
ふ
こ
さ
は
、
勿
論
、
議
測
的
放
果
を
確
む
る
た
め

の
嘗
然
の
方
法
ご
は
一
百
へ
、
余
の
潜
に
、
興
味
を
戚
じ

た
所
で
あ
る
。

以
下
、
数
値
に
依
っ
て
其
大
要
を
述
ぺ
た
い
さ
思
ふ

が
、
全
部
の
数
字
を
掲
「
る
唱
}
ご
は
、
到
底
紙
面

ω許

す
所
で
は
無
い
か
ら
、
主
ご
し
て
第
二
章
に
限
。
、
第

五
章
り
公
式
に
関
す
る
限
り
に
於
い
て
、
第
三
.
第
四

雨
章
の
数
字
を
引
用
L
、
潟
替
相
場
内
愛
動
内
詳
細
に

就
い
て
は
、
之
を
他

ω機
舎
に
譲
h
度
い
ご
思
ふ
。

(
註
)
服
臨
係
駈

r
を
求
め
得
れ
ば
、
三
鑓
般
の
麗
勘
聞
係
は
、

2

3
5
S
E
E
r吋
同
よ
り
算
閉
さ
れ
る
か
ら
、

X

の
車
位
艶
化
に
謝
す
る
吋
白
都
北
は
、
極
め
て
明
か
で
あ
る
。
著
者

は、

F
o
r
p
z
o
t
E司
自
比
較
に
依
る
旨
世
記
し
て
居
る
が
、
結

果
は
之
と
告
は
ず
‘
嬰
す
る
に
、
向
。
一
ω同
呂
志
ロ
向
。
「

E
m叫
Z
m
E
E
を

求
め
た
唱
も
の
で
あ
る
事
は
、
岳
山
間
ひ
A
ロ
せ
に
劃
す
る
著
者
四
私
信

で
知
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
其
値
に
課
謬
の
あ
る
事
を
も
縫
且

し
、
目
下
第
二
服
山
地
備
中
て
あ
る
か
ら
、
本
稿
に
於
い
て
は
、
共

厳
宇
は
、
之
を
引
用
し
た
か
っ
た
。
本
書
を
諌
ま
る
ミ
誠
一
者
自
得
に

一
言
附
記
す
る
。

第
=
十
巻

丸
一
七

(
第
五
瑛
一
四
五
)

]ohn Rice Mioer， Suicide江nc1'iLs ReJation to Climatic and Other Fa('~ 
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雑

録

金
刺
に
闘
す
る
-
研
究

一一

先
づ
第
一
に
倫
敦
に
於
り
る
金
利
援
動
の
大
勢
を
概

観
す
る
。

著
者
の
採
用
し
た
期
間
内
、
卸
丸
、
戦
前
三
十
二
年

間
に
於
り
る
倫
敦
の
金
利
は
、
年
平
均
に
就
い
て
大
健

次
の
如
き
範
闘
を
以
っ
て
麓
化
せ
る
も
の
で
め
る
。

。、問。
1
1
1
1
一二、七九が

0
.
七

O
l
l四
百
四
一

0
.
九二
i
l
l
回
二
一
八

流
費
貸
附
歩
合

三
ヶ
月
手
形
割
引

六
ヶ
月
手
市
割
引

一、
O
八

二‘六九

二
.
八
六

而
て
、
流
動
資
金
の
貸
附
歩
合
は
、
後
の
二
者
古
密
接

な
る
関
係
を
有
[
、
一
一
ヶ
月
拐
の
手
形
の
割
引
歩
合
Z

は

+
O、
九
一
ニ
、
六
ヶ
月
の
も
の
ご
は

+
O、
九
ニ
の
照

膝
係
数
が
之
を
示
し
て
ゐ
る
。
金
利
は
一
般
仁
、
貿
易

が
活
況
を
皐
し
て
ゐ
る
場
合
に
は
高
〈
、
割
引
品
川
令
(
=
一

今
月
手
形
に
就
き
概
算
)
古
一
入
賞
り
輸
出
額
ご
の
間
に
は

0
、九

O
、
一
入
賞
り
輸
入
額
に
就
い
て
は
十

O
、六

O

で
あ
る
。
而
て
此
等
の
閥
係
は
、
英
吉
利
の
み
な
ら

守
、
仰
蘭
西
、
調
逸
、
北
米
合
衆
国
に
も
見
ら
れ
、
金

利
に
艶
L
輪
出
は
轍
入
よ
h
閥
係
が
深
い
事
は
興
味

あ
る
事
貨
で
あ
る

E
著
岩
は
遁
べ
て
ゐ
る
(
七
l
t頁
)
O

(
第
五
税
一
岡
山
ハ
)

右
の
事
費
は
、
著
者
の
賃
設
す
る
通
り
さ
考
へ
ら
れ
る

が
其
M
m
敷
が
比
較
的
高
い
様
に
思
は
れ
る
。
従
っ
て
余

に
は
、
右
の
係
数
算
定
に
闘
し

2
2
F
こ『
2
M
L
e
ぜ
除
却

す
る
方
法
を
執
ら
な
か
っ
た
の
で
は
無
い
か
=
言
ふ
疑

が
あ
る
。
今
、
流
動
資
金
山
貸
附
歩
合
正
一
一
一
ヶ
月
掛
手

形
の
倒
引
歩
合

zω
、
年
々
の
鍾
化
を
照
膝
せ
し
む
る

ご
O
、
八
九
ピ
な
り
、
著
者
の
結
巣
よ
り
低

ν
。
然
し

著
者
の
執
っ
た
計
算
方
法
は
岡
表
的
の
も
の
(
註
)
予
あ

る
か
ら
、
此
の
程
度

ω説
差
は
品
目
れ
な
い
ざ
す
れ
ば
、

其
結
果
は
、
年
々
の
盤
動
を
表
す
も

ω正
し
て
差
支
へ

な
い
。
何
れ
に
し
て
も
幾
分
、
共
催

ω高
い
事
丈
げ
は

認
め
ら
れ
る
。

次
に
、
各
月
に
就
い
て
見
れ
ば
、
右
り
三
歩
合
ご
も

に
同
一
傾
向
に
在
っ
て
、
年
初
及
年
末
に
高
(
、
夏
季

に
低
い
。
但
、
特
色
あ
る
袋
化
ご
し

τは
、
流
動
資
金

の
貸
附
歩
合
は
、
(
は
徒
、
車
に
貸
附
歩
合
、
と
呼
ぶ
)
一
月
よ
h

三
月
迄
瞳
貝
す
る
に
拘
ら
守
、
割
引
歩
合
は
此
聞
に
下

h
ノ
、
又
前
者
は
規
則
正
し
〈
三
月
よ

b
七
月
迄
低
落

を
緩
け
以
後
騰
貴
す
る
が
、
後
者
は
、
五
月
迄
は
僅
仁

下
h
、
そ
れ
よ
り
規
則
正
し
〈
七
月
迄
下
り
、
以
降
上

部
ニ
十
巻

J， -
J、



具
し
て
、
十
一
月
に
最
高
に
達
す
る
ご
言
ふ
季
節
的
特

性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
金
ぺ
て
、
貸
附
歩
合
は
、
割

引
歩
合
よ
h
低
い
事
は
一
お
ふ
ま
で
も
な
〈
、
而
て
、
此
差

は
利
子
歩
合
的
高
き
場
合
に
は
反
っ
て
大
で
は
な
い
。

(
照
臨
雌
蝦
に
就
い
て
瓦
る
に
、
説
副
費
金
山
貸
附
歩
骨
と
、
貸
附
A
F
合
と

割
引
歩
合
と
白
差
と
の
闘
係
は
、
三
ヶ
月
掛
手
形
に
闘
し
で
は

+c.ニ

五
.
大
ヶ
月
手
形
に
闘
L
て
は
一

0
.
0
一
で
融
め
て
共
闘
慌
自
不
安
定
な

る
事
を
示

L
て
ゐ
る
。
)

以
上
の
性
質
を
持
つ
利
子
歩
合
に
就
い
て
、
著
者

は
、
芸
品
波
動
預
測
可
能
の
耗
度
を
確
む
る
た
め
仁
次
の

方
法
を
執
h
、
所
要
的
値
官
版
次
に
求
め
た
の
で
あ

・0
0一

割
引
歩
合
、
と
貸
附
歩
合
と
の
差
。

イ
三
ヶ

H
捌
手
市
川
内
割
引
歩
合
と
貸
附
歩
合

ロ
古
ケ
月
抑
手
形
白
制
引
歩
骨
占
貸
附
歩
骨

ニ
現
在
的
貸
附
4
F
A
n
と
後
ニ
ヶ
月
山
貸
附
長
合
の
4

一
ヶ
月
平
均
と
の

差。(
後
者
が
大
な
れ
ば
刊
小
な
れ
ば
↓
。
即
ち
、
日
間
的
場
A
H
U
蜘
車
白

歩
合
が
現
在
よ
り
騰
貴
し
一
で
あ
れ
ば
下
落
す
る
事
を
意
味
す
る
)

三
現
在
の
貸
附
歩
合
と
、
後
五
か
月
の
貸
附
歩
合
白
宜
保
'
平
均
と
の
差

(
向
上
)

)

)

)

 

一
ω
イ
ピ
こ
ど
を
照
肱
せ

L
む
る
一
帯
に
依
り
、

(

(

(

 

雑

鋒

ク

金
刺
に
刷
剛

T
る
一
研
究

月
梯
手
形
の
割
引
歩
合
己
、
貸
附
歩
合
の
差
よ

b
、崎市

来
の
流
動
資
金
み
騰
落
の
関
係
が
推
知
3
る
、
根
協
を

)

)

)

 

得
ぺ
〈
、
一
の
ロ
ご
コ
一
ご
を
照
膝
せ
し
む
る
事
に
依

り
、
六
ヶ
月
抑
制
引
歩
合
己
貸
附
歩
令
ご
の
差
よ
り
、

後
五
ヶ
月
に
一
旦
る
流
動
資
金
の
貸
附
歩
合
の
葉
然
低
を

推
し
得
べ
き
で
あ
る
。
此
の
著
限
貼
は
、
非
常
に
面
白

き
も
の
己
思
は
れ
る
が
結
果
は
突
の
如
〈
で
ゐ
る
。

)

)

)

)

)

)

中

間

ま

月

次

一

白

イ

ム

」

ニ

↑

の

ロ

と

一

ニ

1
1
H

(

(

(

(

(

(

全

部

十

一

月

O
、
同
五

0
.
七

O

{

二

月

O
、
七
五

0
.
七
七

=

一

月

C
、E
G

o

-

七
三

四

月

0
.阿
二

0
.
E
凹

五

月

C
J
一二

0
.回
二

六

月

O
、
大
一

0
.
六
六

七

月

0
.
阿
王

O
、
ニ
大

λ

月

c.七
一

0
.五
六

九

月

O
‘
五
七

O
、
凹
瓦

十

月

0
.阿
E

C

J

ハ
A

十

一

月

O
、
五
六

0
.七
ニ

十

二

月

O
、
五
一

0
.六
六

平

均

0
.五
二

0
.
Jハ
O

此
の
結
果
の
意
味
は
、
割
合
歩
合
ピ
貸
附
歩
合
正
の

第
二
十
巻

(
第
五
銃
一
円
七
)

九

え



軸

録

金
利
に
闘
す
る
一
研
究

第
二
十
巻

(
第
五
腕
一
回
凡
)

九

O 

お
の
低
に
依
れ
ば
、
設
明
す
る
造
も
な
〈
、
係
数
は

貸
附
歩
合
ご
の
場
合
に
大
で
あ
り
、
且
つ
符
琉
は
一
貫

し
て
一
で
め
る
が
]
割
引
歩
合
の
場
合
に
は
符
放
は
必

中
L
も
一
致
せ
中
、
係
数
的
値
は
柿
め
て
小
さ
レ
。
従

っ
て
、
実
関
係
は
級
岩
に
於
い
て
、
前
者
に
比

L
薄
弱

な
る
も
の
さ
断
じ
得
べ
〈
、
因
果
の
関
係
を
論
中
る
場

合
に
は
、
貸
附
歩
合
の
援
化
を
以
っ
て
、
確
ら
し
き
原

因
ざ
考
へ
て
大
な
る
誌
を
な
す
も
の
で
は
無
い
で
あ
ら

う
c

卸
ち
、
比
の
場
合
に
は
、
貸
附
歩
合
の
援
助
は
、

貸
附
及
割
引
歩
合
の
差
ピ
逆
行
閲
係
争
」
有
す
る
も
の
で

ゐ
る
か
ら
、
前
岩
の
増
加
的
一
色
貸
州
歩
合
の
勝
賞
以
、

主
(
差
を
減
少
す
る
も
の
ぜ
考
へ
得
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
右
の
差
は
後
五
ヶ
月

ω何
れ

ω月
ご
最
も

関
聯
深
き
か
。
理
論
上
考
ふ
れ
ば
、
最
初
り
月
ご
最
も

昭
一
隠
す
べ
き
も
の
ご
思
惟
さ
る
、
も
、
結
果
は
必
ず
し

も
、
し
か
く
安
定
り
も
の
で
な
い
こ
ご
は
次
表
の
示
す

が
如
く
で
あ
る
。

主三一

j-ιll+)(十)
000  .、、
四六二

差
は
、
将
来
の
貸
附
歩
合
の
騰
落
と
相
嘗
密
接
な
る
関

係
が
ゐ
つ

τ(特
に
六
ヶ
月
の
も
?
と
白
値
前
大
で
ち
る
)
一
般
常

態
に
比
し
、
割
引
歩
合
が
貸
附
歩
合
よ
り
高
け
れ
ば
、

将
来
の
貸
附
歩
合
は
、
品
情
態
よ
り
騰
貴
す
る
も
の
芭
議

測
し
て
大
な
る
誌
が
な
い
ご
言
ふ
事
に
な
る
。
然
ら
ば

新
か
る
割
引
歩
合
Z
貸
附
歩
合
ご
の
差
が
大
ご
な
り
小

ざ
な
る
原
因
は
、
其
何
れ
の
縫
動
に
支
配
さ
る
、
も
の

で
あ
ら
う
か
。
之
に
答
ふ
可
〈
、
宿
の
差

t
貸
附
歩
合

及
び
割
引
歩
合
言
の
照
臆
係
教
を
求
め
て
見
る
。

月

次

貸

附

歩

合

割

引

歩

骨

一

月

↓

0
・
五
一
ニ
↓

o
J
F
E

二

月

刊

。

、

七

ヒ

↓

0
・一-一四

三

月

一

o
J
h
二

一

O
J
一二

V

ハ

げ

ハ

四

月

一

C
J
=
一

ト

0
.
一一一

H

H

 

五

月

一

0
.
E
二

一

o、一
O

六

月

↓

0
.
四

凹

判

0
.
c
一二

U

ハ

V
八

七

月

一

0
.
一O
+

O

、四七

V

パ

げ

ハ

八

月

一

C
J
=
五

十

O
、二三

九

月

斗

C
Jニ
O

判

O
J

一E

f

月

一

O
、

五

四

一

O
、O
八

V

ハ

V
M
ハ

十

-

月

一

0
.
五

八

十

σ、O
A

V

ハ

V
八

十

ニ

月

↑

0
.
凹

五

十

O
、C
九

(

{

 

日月目

大岡二

月
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十十八
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000  
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月}j 

右
に
依
れ
ば
.
業
五
ヶ
月
山
卒
均
の
場
合
さ
同
C
〈、

入
月
、
十
一
月
・
二
月
仁
照
勝
係
数
が
大
で
、
七
月
は

同
様
に
小
で
あ
る
が
、
此
の
中
、
二
月
は
俗
的
最
も
大

な
る
月
で
あ
る
。
著
者
叫
設
明
は
之
に
閥

L
不
充
分
且

明
瞭
で
な
い
が
、
新
か
る
遜
化
は
倫
敦
の
金
融
市
場
に

於
け
る
需
給
の
季
節
的
特
質
F

基
〈
も
の
で
め
っ
て
寅

肢
を
解
剖
し
て
探
索
す
ぺ
き
必
要
の
あ
お
事
を
、
統
計

数
字
が
暗
示
し
て
お
る
も
の
、
如
〈
考
へ
ら
れ
る
。

以
上
問
町
通
L
た
所
に
依
れ
ば
、
流
動
資
金
的
貸
附
歩

合
正
、
六
ヶ
月
梯
手
形
の
割
引
歩
合
ご
の
差
は
、
後
五

ヶ
月
の
流
動
資
金
の
貸
附
歩
合
の
卒
均
的
盛
動
ご
照
臆

す
る
程
度
は
、
充
分
確
か
ら
し
さ
を
有
す
る
も
の
で
ゐ

る
事
が
明
か
ピ
な
っ
た
。
従
っ
て
、
時
間
来
の
貸
附
歩
合

の
鐙
勤
は
、
少
〈
も
六
ヶ
月
梯
手
形
の
割
引
歩
合
を
採

る
限
り
、
噛
期
測
h
T
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
ゐ
る

ε考

へ
ら
れ
る
。

(
註
)

雑 上
下
書
の
附
臨
悌
雌
の
算
問
仕
附
表
的
の
方
法
に
依
っ
た
も
の
で

是主

金
制
に
制
す
る
一
研
究

平

時
ポ
ウ
レ
ー
の
統
計
問
中
原
珂
に
例
示
し
た
も
内
と
同
じ
で
あ
る
。
北
九

質
例
は
著
者
出
親
し
〈
筆
者
の
宇
に
作
ら
れ
て
詮
ら
れ
た
が
、
紙
面

白
都
合
で
掲
「
る
事
を
梓
な
い
。
詳
細
は
水
産
研
控
誌
三
月
腕
捌
稿

品
世
間
。

著
者
は
、
車
に
、
右
に
逃
川
、
た
如
き
、
貸
附
歩
合
ご

割
引
歩
合
ご
の
差
の
み
な
ら
守
、
潟
替
相
場
山
り
担
出
動

を
、
金
利
時
世
勤
に
関
聯
せ
し
め
亡
、
其
結
果

ω確
貫
性

を
得
ぺ
〈
、
前
述
内
如
〈
、
第
三
第
四

ω
雨
章
に
英
仰

及
英
米
矯
替
相
場
り
選
動
の
大
勢
ご
、
金
利
己
の
闘
係

を
、
一
々
昭
一
感
係
数
を
求
む
る
一
事
に
依
っ
て
詳
論
し

τ

ぬ
る
が
、
本
文
に
於
て
某
会
ぺ
て
を
叙
述

L
得
な
い
か

ら
、
其
結
果
の
大
要
ef
逃
ぺ
る
。

英
側
鋳
替
相
場

ω年
平
均
に
就
い
て
見
れ
ば
、
共
倫

敦

ω金
利
ご
の
閲
係
は
極
め
て
諸
問
山
摘
で
あ
る
が
巴
旦
の

金
利
に
就
い
て
も
同
様
で
、
所
謂
、
高
き
掛
川
替
相
場
は

倫
敦
の
低
い
金
利
ご
伴
ひ
、
巴
盟
の
高
い
金
利
Z
仲
ふ

正
言
ふ
鋳
替
の
一
般
理
論
を
賞
詮
し
得
な
い
。
各
月
に

就
い
て
見
る
も
、
其
係
数
の
値
は
、
卒
均

O
、
二
三
に

過
ぎ
守
、
然
か
も
倫
敦
巴
里
山
り
区
別
な
〈
、
一
午
行
関

(
晶
玉
統
一
四
九
)

第
二
十
巻

え
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よ通



雑

金
利
に
閲
す
る
一
研
究

車k

係
を
一
不
し

τゐ
る
。
却
も
、
此
関
係
は
、
巴
里
に
関

す
る
限
り
一
般
の
理
論
に
合
ふ
が
、
倫
款
に
於
け
る
事

費
は
之
に
反
し
て
ゐ
る
。
廷
に
、
一
一
一
ヶ
月
梯
手
形
の
割

引
歩
合
に
就
昔
、
倫
敦
巴
監
の
差
セ
ご
れ
ば
、
(
倫
敦
高

亘
書
什
其
係
数
は
、

0
、
一
一
乃
垂

O
、
三
七
で
、
会

ぺ
て
正
で
あ
る
。
即
も
倫
敦
が
高
け
ら
れ
ば
呼
値
が
昇

h
、
倫
敦
低
け
れ
ば
呼
値
が
下
が
る
ご
言
ふ
関
係
が
あ

る
o

勿
論
、
係
数
り
小
な
る
が
故
に
、
此
の
結
果
に
絶

封

ω信
を
置
〈
事
は
出
来
な
い
か
此
の
事
賞
も
一
般
の

説
明
ご
は
合
っ
て
お
ら
ぬ
事
は
言
ひ
得
る
o

倫
数
、
紙
育
の
怨
替
、
郎
+
旬
、
英
米
潟
替
相
場
吉
、

雨
国

ω金
利

ω鑓
動
ご
の
関
係
は
、
英
側
関
係
よ
り
真

に
街
接
午
る
も
の
が
あ
る
O

(

年
平
均
に
依
司
会
場
合
)
。
照
熔

係
数
は
、
倫
敦
の
金
利
日

.
0、
四
二
知
育
の

1
1
戸

マ
ヰ

l
の
利
子
歩
令
ご

O
、
一
七
、
一
一
義
書
手
形
の
割
引

歩
合

Z
O、
三
七
で
、
主
(
何
れ
も
一
で
め
る
。
此
事
は

相
関
育
の
金
利
の
常
態
よ
り
低
落
す
る
場
合
に
は
、
然
替

の
呼
値
は
寧
ろ
常
よ
り
高
(
な
り
、
倫
敦

ω金
利
の
低

落
は
呼
値
の
高
き
も
の
さ
件
ひ
、
一
般

ω理
論
Z
合
致

す
る
。
月
卒
均
に
依
っ
て
見
る
も
傾
向
は
同
じ
で
あ
る

第
ニ
十
巻

(
第
五
腕
一
五
O
)

九

が
、
係
数
の
債
は
概
し
て
小
で
ゐ
る
。

八
、
九
、
十
白
三
ヶ
月
お
替
相
場
、
c-併
行
す
る
)
突
に
、
雨
市
場
の

金
利
の
差
に
就
い

τ見
る
に
、
英
備
の
場
合
、
割
引
歩

合
の
差
に
依
れ
ば
、
(
組
主
的
き
楊
令
一
什
)
英
係
数
は
、
。
、

O
四
乃
至
。
、
四
八
、
上
午
均

O
、
二
四
で
あ
る
が
、
主
(
符

時
怖
は
、
一
月
乃
至
六
月
は
負
で
、
六
月
以
降
印
も
宇
年

は
正
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
は
、
紐
育
の
金
利
高
は
錫

替

ω呼
値
の
宜
向
、
き
も

ω
吉
伸
ひ
、
低
き
令
利
は
低
き
相

場
芭
件
ふ
吉
一
般
的
に
考
内
ら
れ
る
が
、
前
宇
年
は
寧

ろ
之
に
反
し
て
、
逆
行
関
係
を
示
し
て
ゐ
る
事
は
一
特

徴

E
す
る
事
が
出
来
る
。

四

上
越

ω
諸
関
係
を
一
月
な
る
特
別
の
月
を
採
っ
て
纏

め
て
見
れ
ば
、
次
の
如
き
結
果
を
得
る

-
H
U
貸
附
歩
合
と
後
五
ヶ
月
の
平
均
品
訓
告
の
差
(
1
)
と

2
貸
附
歩
合
と
六
ヶ
月
例
手
曜
の
割
引
歩
合
内
長

-
-
+
0
.七
0

3

英
来
綿
棒
:
:
・
一
・

:EE----------------
・:
-
+
0
.四一

M
八

川
口
英
輔
俗
務
・
・

:
:
j
i
-
-
:
:
E
・E・
-
↑
。
、
五
一

貸
附
歩
合
と
六
ヶ
月
抑
手
惜
の
割
引
歩
令
の
差
(
2
)
と

め
英
米
伐
梓
・
:
・

E
E
-
-
:
:
:
:
・
;
:
:
:
:
判

O
J
ニ九

M

ハ

川
町
英
備
焔
蒋

:-EE
・E・-
-
-
J
E
-
-
-
:
:
:
:
一
O
コニ
Q

(
倫
敦
白
金
制
は
、



英
最
低
替
と

(
3
)
英
保
持
州
特
(

4

)

E

・
・
:
:
:
:
:
一

O
二
一

a

右
の
六
仰
の
照
感
係
数
を
以
っ
て
『
日
訟
を
求
か
れ

ば
、
英
卵
、
英
米
銭
替
の
影
響
を
考
慮
に
森
れ

L
場
合

の
1
ご
2
の
関
係
郎
ち
一
月
の
貸
附
歩
合
ご
後
五
ヶ
月

の
卒
均

ω差
己
、
一
月

ω貸
附
歩
合
Z
割
引
歩
合
ご
の

差
ご
の
照
感
係
数
が
求
め
ら
れ
る
。
(
註
)
此
の
係
数
を

求
め
し
材
料
に
依
h
，、

E
H
r
ロ
2
5
+
r
M
U
M令
ω
+
r
Z
M凶

ど
な
る
百
四
日

Z
S
2
E
E
Oロ
の

h
は
得
ぺ
〈
、
叉
弓
Z

M
M

及
円
同
M

M

品
を
求
な
る
た
め
の
材
料
は
h
及

h
を
得
し

む
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
し
て
著
者
は
復
蹄
方
粍
式
を
作

岡山

H

同
。
ご
り
l
o
'
。
品
M
M

司

さ
し
た
。
此
蕗
に
、

R
は
、
百
分
率
を
以
っ
て
表
さ
れ

た
貸
附
品
川
令
の
勝
賞
割
合
。

D
は
貸
附
歩
合
Z
割
引
歩

合
之
の
差
で
、
平
均
値
よ
り
の
差
を
以
っ
て
測
る
。

F

は
サ
Y

チ

1
ム
を
軍
位
さ
せ
る
英
悌
矯
替
相
場
の
平
均

よ
ら
の
騰
貴
又
は
下
落
を
表
す
。
放
に
今
、
貸
附
歩
合

ご
割
引
歩
合
の
差
が
或
る
一
月
に
就
い
て
卒
均
よ

h

O
、四

μ
高
く
(
即
ち
ロ
H
O
ム
)
英
悌
活
性
官
が
五
サ
ン
チ

ー
ム
卒
均
よ
り
低
〈
り
れ
ば
(
帥
も
町
H
1
5
、

岡
山

H
T
O町
田

×

。

品

+

0
・0
4
M
M
X
山

H

O

E
ま

雑

鍛

金
剰
に
閲
す
る
一
研
究

な
る
結
果
を
得
品
。
同
じ
〈
他
り
月
に
就
い

τも
復
腸

方
秤
式
を
作
る
事
に
依
O
所
要

ω値
を
得
ら
れ
る
が
、

此
蕗
仁
は
車
仁
一
月
に
就

ντ
右
の
方
法
を
例
示
す
れ

ば
足
る
の
で
、
著
者
も
之
以
上
の
式
を
示
し
て
は
お
ら

な
い
。以
上
越
ぺ
た
如
〈
、
貸
附
歩
合
Z
割
引
歩
合
=
の

差
、
英
悌
潟
替
及
英
米
潟
替
を
採
る
事
に
依
・
り
、
時
四
世
帯

の
金
利
の
盤
勤
を
或
山
村
度
迄
珠
測
し
得
る
事
を
明
に
し

得
た
が
、
此
等
の
事
実
は
会
ぺ
て
戦
前
の
関
係
で
あ
っ

て
、
欧
洲
大
戦
は
u

英
、
米
、
仰
の
闘
内
及
間
際
問
方

面
の
経
済
朕
態
を
一
一
援
L
た
の
で
あ
る
か
ら
ョ
此
の
結

果
を
以
っ
て
戦
時
及
戦
後
の
関
係
を
律
L
得
ぬ
・
」
正
は

言
を
侠
た
必
。
ぞ
れ
に
も
拘
ら
?
、
此
慮
に
其
紹
介
を

試
み
た
の
は
、
戦
前
、
卒
静
期
の
妹
態
を
概
観
L
得
る

ご
共
に
他
面
に
は
、
金
利
的
統
計
的
研
究
さ
し
て
特
色

ゐ
る
業
積
己
忠
悦
L
た
か
ら
T
あ
る
。

(
匙
)
著
者
は
冨
己

=
1
0
3司
旦
良
吉
よ
n
M
得
た
係
般
の
値
は
一
日
明
示

し
て
和

b
自
が
筆
者
自
概
算
し
た
所
に
よ
る
と
主
の
加
〈
で
あ
る
。
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